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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
２６UAカリ･総人社･法学, ２４UAカリ･総人社･法学, ２３UAカリ･総人社･法学, ２２UAカリ･総人社･法学

【法学】法学分野の高度な知識を身につけ、法を解釈適用でき 近代西洋において出現した個人の自由を保障することを目的と
る能力を有する。 する統治構造（近代立憲主義）の内容とその現代的変容を「比

較」の手法によって明らかにすることによって、憲法の価値の
重要性を理解し、憲法解釈にいかすことができるようになる。

⇔

【法学】量的・質的分析方法を身につけると同時に、地域・社 各国の憲法が現在抱える問題を理解し、その問題に対する一定
会・経済の抱える課題について、課題解決に必要な情報を収集 の解決を憲法原理から導き出すことができるようになる。
する能力及び収集した情報を適切に分析し、法的評価ができる
能力を有する。法律的な考え方を身につけており、各領域の特
徴を学び多面的に展開できる応用力を有する。

⇔

２４UAカリ･総人社･法学

【法学】多領域のステークホルダーを動員し、地域・社会の課 世界の憲法を比較し、その原理を学ぶことによって、日本国と
題に対して主力的に取り組みながら、問題解決のための法秩序 日本社会が抱える課題を自ら発見し、問題解決のための法秩序
を構想し、地域・社会に法的に妥当な選択肢を示すことのでき を構想し、日本社会に対して妥当な選択肢を示すことができる
る提案力を有する。 ようになる。

⇔

(2)授業の概要 日本国憲法の規範内容を深く理解するためには、同じく自由民主主義の政治哲学に基づく他国の憲法と
比較をすることが欠かせません。日本国憲法の内容を確認しながら、イギリス、フランス、ドイツ、ア
メリカ合衆国の憲法と比較をすることによって、これらの国々の憲法の特徴を学びつつ、憲法とはどん
な規範なのかを説明していきます。
（遠隔授業を実施する際は、Zoomを使用したリアルタイムオンライン授業とします。Zoomミーティング
のURLは、eALPSまたはメールにて事前にお知らせします。）

(3)授業計画 第１回： 比較憲法学とは何か
第２回： 世界の憲法状況
第３回： 比較憲法の方法
第４回： 近代憲法の成立と展開
第５回： 現代憲法の特徴と展開
第６回： 現代憲法下の人権保障（１）－自由権
第７回： 現代憲法下の人権保障（２）－平等権・社会権
第８回： これまでの復習
第９回： 現代憲法下の人権保障（３）－新しい人権
第10回： 現代憲法下での統治構造
第11回： 司法制度と違憲審査
第12回： 地方自治・住民投票と国民投票
第13回： 「人権としての平和」と戦争放棄
第14回： 憲法改正手続
第15回： まとめ
期末試験の有無 無

レポート課題の出題時期や提出期限等については初回ガイダンス又はeALPSにおいて適宜周知する。

(4)成績評価の方
法

レポートで評価する。

(5)成績評価の基
準

レポートの内容が、講義の内容を適切に理解した上で、自己の見解を説得力をもって示していれば、「
かなり上にある」、そのうえで結論が教員を感心させるレベルにあれば「卓越している」、論点を適切
に理解し結論も説得的だが，論理展開や叙述方法に不十分な箇所がみられる場合には「やや上にある」
，論点は理解しているが，叙述方法，論理展開ともに平均的であれば「水準にある」と評価されると判
断される。

(6)事前事後学習
の内容

テキストを十分に読み込んで講義に臨んでください。

(7)履修上の注意 本講義では、世界の憲法の比較を通じて、「憲法」という考え方そのものを学びます。法学分野の院生
だけでなく、他分野の院生の履修をお待ちしています。

(8)質問,相談への
対応

講義に関して質問がある場合には，まずメールで連絡をすること。narisawa@shinshu-u.ac.jp

【教科書】  倉持孝司、村田尚紀、塚田哲之 編『比較から読み解く日本国憲法』（法律文化社、2022）

【参考書】 樋口陽一　『比較憲法　全訂第3版』（青林書院、1992）


